別添１－３

「かがわ印給食ウィーク」の取組報告書

１　事業報告
（１）目的　

（２）実施期間
４月：　　　日～　　　日（　日間）
５月：　　　日～　　　日（　日間）
６月：　　　日～　　　日（　日間）
７月：　　　日～　　　日（　日間）
８月：　　　日～　　　日（　日間）
９月：　　　日～　　　日（　日間）
10月：　　　日～　　　日（　日間）
11月：　　　日～　　　日（　日間）
12月：　　　日～　　　日（　日間）
１月：　　　日～　　　日（　日間）
２月：　　　日～　　　日（　日間）
３月：　　　日～　　　日（　日間）

（３）実績
　地場産物利用率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
	項目

実施月
	事業実施前の
地場産物利用率※
	目標値※
	実績値
	備考

	４月
	
	
	
	

	５月
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	

	１月
	
	
	
	

	２月
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	


目標値に対して、実績値が著しく異なる場合は、備考欄または下記にその理由を記載すること。


※交付申請時に別添１－２で記載した数値を記載する。
２　補助対象経費の算出
（１）１人当たり補助単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円、日、人）
	項目


実施月
	事業実施前の１食当たり食材費
(A)
	事業実施後の１食当たり食材費
(B)
	給食
提供
日数
(C)
	「かがわ印給食ウィーク」の実施日数(D)
	本事業の１人当たり
１か月補助単価
(E)=(B)×(C)-(A)×(C)
E≧50円×(D)の場合: 50円×(D)
E＜50円×(D)の場合:(E)

	４月
	
	
	
	
	

	５月
	
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	
	

	１月
	
	
	
	
	

	２月
	
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	
	


※(A)は、交付申請時に別添１－２で記載した数値を記載する。

【負担軽減交付金の対象者がいる場合のみ】
（１－２）（１）のうち、公立小学校・特別支援学校小学部の児童の１人当たり補助単価
（単位：円）
	項目


実施月
	事業実施後の
１人当たり
１か月食材費
(F)＝(B)×(C)
	負担軽減における１人当たり１か月補助金額
(G)
	負担軽減補助金額を上回った食材費
(H)＝(F)-(G)
	本事業の
１人当たり１か月補助単価(E)
	補助額(I)

(H)≧(E)の場合:(E)
(H)<(E)の場合:(H)

	４月
	
	
	
	
	

	５月
	
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	
	

	１月
	
	
	
	
	

	２月
	
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	
	




（２）補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円、人）
	項目

実施月
	本事業の１人当たり１か月補助単価(J)
※「対象外」の欄は（E）、
　「対象」の欄は(I)の数値を記載
	補助対象者数
(K)
	補助対象経費
(J)×(K)

	
	負担軽減交付金の対象
	
	
	

	４月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	５月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	６月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	７月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	８月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	－
	－
	－

	９月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	10月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	11月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	12月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	１月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	２月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	３月
	対象外
	
	
	

	
	対象
	
	
	

	計
	



※１人当たり補助単価が（50円×「かがわ印給食ウィーク」の実施日数）を割り込んだ場合は、
その理由を記載すること。







３　食育活動
	実施月
	内　容

	４月
	

	５月
	

	６月
	

	７月
	

	８月
	

	９月
	

	10月
	

	11月
	

	12月
	

	１月
	

	２月
	

	３月
	


※県産農水産物の理解促進につながるための積極的な食育活動として実施した、講話の実施、給食便りの作成・配布、掲示物の設置等について、記載すること。

４　添付資料
（１）対象月の「地場産物使用状況に関する調査票」
（２）「学校給食における地場産物調査」の対象となっていない実施主体は、
・事業実施後の１食当たり食材費の根拠となる資料（任意様式）
・月毎の仕入総額に占める県産農水産物の仕入額が分かる資料（任意様式）
（３）対象月の「かがわ印給食ウィーク」の状況が確認できる資料（メニュー、材料が記載されているもの）
※使用した県産農水産物に黄色マーカーを入れるとともに、本取組みにより「県産農水産物を積極的に利用した学校給食を提供する取組み」を行った県産農水産物に赤色マーカーを入れ、その取組みの番号〔①～④〕を記載する。
①既に使っている他県産品や輸入品を県産農水産物に置き換える
②既に使っている県産農水産物の量を増やす
③既存の献立メニューに新たな県産農水産物を追加する
④新たに県産農水産物を使用した献立メニューを追加する





（４）積極的な食育活動が確認できる資料（給食便りの写し、展示物の設置状況の画像等）
（５）文部科学省が実施している小学校における「学校給食費の抜本的な負担軽減」に取り組んでいる場合は、その実績が分かる書類（実績が未定の場合は、見込みが分かる書類）。


